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【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 沖縄県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 石川市立伊波小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ３ ４ ４ ４ ４ １ ２４
３２

129 119 123 137 138 143 2 791児童数

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

一人一人にわかる喜びを味わわせる指導法の工夫・改善
～個に応じた指導を通して～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・４、５、６年生・算数（少人数授業）
。★一人一人に応じた学習支援の方法や多様な学習形態での工夫や指導ができる

・６年生 教科担任制の導入（体育、図工、家庭科）
★教師の専門性を生かした実技指導、学習指導ができ、児童への多様なアプロ
ーチができる。

★中学校へのスムーズな対応と学年全体を通した生徒指導が可能である。

( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ 「習熟度別指導の展開と指導形態の工夫」
成 ○ 研究仮説

・少人数指導を導入し、今までよりさらに細かい個別指導を実践するこ15
年 とでわかる喜びを味わう児童が増え、学習意欲が高まるであろう。
度 ・実技教科を教科担任制で実施すれば、一貫性のあるより専門的な学習

ができ、できる喜びにつながるであろう。
・基礎基本の時間の確保や読書の時間の設置により、より多くの児童に
個別指導ができ、読書量も増えるであろう。

○ 研究の内容・方法
★算数科について
①基礎的基本的事項の実態調査・分析
②基礎基本の定着を図る取り組み
・朝のドリル時間の活用
・基礎基本の時間確保（週１時間）
・放課後を活用した補習指導

③少人数指導で個に応じた指導
・習熟度別学習で基礎的・基本的内容の習熟を図る。
・個に応じたきめ細かな指導の展開

④ＴＴ指導
・専科や担外の協力を得ての補習指導
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★教科担任制の実施
①教科担任制の実施（体育、家庭、図工）
②教科担任制実施における調査

★その他
①基礎基本テストの実施と分析（石川市作成算数）
②標準学力テストの実施と分析（３年～６年）
③総合的な学習の時間の充実 （ＮＡＴ．ＡＬＴの活用）

④家庭学習の工夫・充実
⑤生活実態調査の実施と分析
⑥読書の時間の設置
⑦家庭、地域との連携（実践報告会の実施）
⑧ホームページの作成

平 ○ テーマ 今年度同様
成

○ 研究の内容・方法16
年 今年度の研究の成果と課題をふまえ、研究の継続と深化を図る。
度

( ) 研究推進体制3

校 長

教 頭

校内研推進委員会 市学対

全体会

★推進委員 １年
校 長
教 頭 ２年
教 務
研究主任 ３年
各学年代表 隣学年部会

４年

５年

６年

※組織図は複雑な部会を設置せず、学年を主体に全職員で取り組むように簡素化
した。
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Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・今までの授業の中で時間を作るのが困難であった個別指導がより多くの児童に
行うことができた。

、 、 。・自分のペースで学習できる子が増え 子どもを把握でき 的確な支援ができた
・達成目標を確実にこえる児童が増えた。
・教材研究において複数の教師が授業を計画することでお互いが刺激になり、細
かな計画が立てられた。

・参観日や実践報告会、日常の保護者との会話で 「子どもが算数が好きになって、
いる 「少人数の効果がでているみたい」などの少人数指導に積極的な意見が聞」
こえるようになった。

・学力向上に向けた全職員の理解と協力体制ができた。
・問題解決学習的な授業展開が実践できつつある。
・日々の授業において、教科の基礎・基本を図る取り組みがなされた。
・少人数指導やＴＴ指導、習熟度におけるコース別選択など多様な学習形態での
工夫・実践ができた。

５学年１学期単元

・

※ 少人数指導を展開し、習熟度別クラス編成を行い、一斉、少人数授業、ＴＴ
指導など単元の内容に応じて様々な形態での指導を展開した結果、単元末テス
トでの到達度がどの単元においても全国標準値を超えることができた。

２．今後の課題

・教材研究をしたり打ち合わせをする時間の工夫と確保
・より細かくコースを分ける工夫に取り組みたい （担外教師との連携）。
・中間層のレベルアップの指導法を模索していきたい。
・補習教材、発展教材の開発に取り組みたい。
・学習支援ボランティア体制づくりと効果的な活用に取り組みたい。
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Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

①全国標準学力テスト ※国語、算数 １学期
②達成度テスト（県教委）実施 ※６年国語、算数 ２学期
③学力テスト ※３年～６年算数 ２学期
④学力テスト ※１、２年 算数 ２学期
⑤単元末の形成テスト ※各学年各教科 全学期
⑥出口チェックテスト ※算数 全学年 ３学期

①は全学年度までの落ち込みのチェックが目的
②～④までは実施後プロフィールを作成し、現時点でのチェック
⑤は日常の授業での実態把握
⑥は当該学年の学力の定着度の把握

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

※実践報告会 １１月の第２日曜日 対象 保護者、地域、近隣の小中学校
※ＨＰの作成 （更新中）
※パンフレット作成（次年度への課題）
※フロンティアティーチャーとしての研究成果普及のための活動実績予定
（今年度活動実績なし。次年度への課題）

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 ■１５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 ■１９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 ■少人数指導 ■ Ｔ．Ｔによる指導
■一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 ■ 算数 理科
生活 音楽 ■図画工作 ■家庭

■ 体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 ■有 無
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